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蓄積データとしては、2012 年１月 1 日から 2012 年 12 月 31 日までの筆者自身のデータを毎日蓄積し、簡易脳波計を使用
した脳波データおよび歩数（運動活動）、勉強時間＋仕事時間（知的活動）、意欲回数（精神活動）である。また、この
３つの要素（運動活動、知的活動、精神活動）を総合的に評価する方法についても考察した。さらに、本論文で提案した
評価方法と同じ方法で、第 3 者に対してのイメージ想起時の脳波も評価した。 
	 考察した結果、歩数では 42.9％～88.2％、勉強時間＋仕事時間では 42.9％～100％、意欲では 42.9％～95.8％、総合では




































出典：NTT 技術ジャーナル 2010.7 















































第 7 章では、本論文の今後の展開について記述する。  
 
2 ． ライフログとは 
2.1	 ライフログの概要 
ライフログは個人の活動をデジタル化して長時間にわた
























































































































出展：NTT 技術ジャーナル 2010.7 




















































図 5	 本技術のシステム構成 
 
図 6 は同じ人が同じコースを、以下の 2 つの条件の下で
それぞれ歩いた時に取得されたログ（移動履歴）を可視化
したものである。 















図 6	 移動履歴 
 





































米国では、連邦取引委員会（FTC：  Federal Trade 







FTC は、寄せられた意見を勘案し、2009 年 2 月に自主
規制の対象情報の明確化、原則案の改訂を実施した。 



























































































る方法を BMI（Brain	 Machine	 Interface）[6]とよばれてい



































出典：	 株式会社	 国際電気通信基礎技術研究所 

















































~2000 年を「Decade	 of	 the	 Brain」と位置づけ、脳科学
研究の社会への貢献についての社会的認識の向上を図った。
2000 年~2010 年を「Decade	 of	 Behavior」とし、人間の
行動がどのように起こるかを理解するための研究に注力。

































































図 10	 脳波データの解析画面 
 
3.4.2	 本論文に使用した簡易脳波計 
本論文に使用した簡易脳波計は 2 種類である。2012 年 1
月１日～2012 年 10 月 31 日に使用した、NeuroSky 製の
MindSet（脳波センサ付ヘッドフォン図 11）と 2012 年 11







波）が約 1 秒毎に PC に送信される。（表 1） 
 
 
図 11	 脳波センサー（MindSet） 
 
 
図 12	 脳波センサー（Ｂ３Ｂａｎｄ） 
 
表 1	 PC に送信される各脳波の周波数成分(例)  
elapsedTime δ θ lowα highα lowβ highβ lowγ highγ
0.093955167 64044 7329 5720 3427 5317 3140 3939 3947
0.093955167 64044 7329 5720 3427 5317 3140 3939 3947
1.015002072 455655 46111 16463 7158 11808 24083 13813 8988
2.056512229 664027 107113 141799 38726 29774 96407 24634 90181
3.095398493 572932 93243 24838 68856 59050 63379 11655 31543
4.069501564 892313 42616 4307 4165 44906 35553 23424 25970
5.02305913 1096431 110800 4411 8495 26673 27264 24187 29809
6.001915656 125396 30636 14225 15080 6462 34013 9899 30110
7.046069406 474413 81671 10031 16361 87131 46925 63818 38139
8.065886386 1316533 57120 11266 10813 44819 41781 20106 32253
9.012377657 1691845 21237 15668 8487 25957 27150 23022 32169
9.975966603 386900 74734 11954 28079 45108 27647 29853 39900 
 
計測部位は国際 10－20 法（図 13）における電極配置図






図 13	 計測部位（国際 10-20 法） 
 
4.	 SVM（サポートベクターマシン）とは 



























図 14	 ２次元でのＳＶＭ 
 
尚本論文に使用した分析ツールは、フリーソフトウエア





















人男性 10 名（21 歳～26 歳）を被検者とし、リラックス状




験者に合図して感情想起中の EEG を 1 分間計測した。そ






























図 15	 本論文の体系 
 
5.2	 脳波とイメージ想起との因果関係 












② 平常時の脳波採集（1 回 3 分間） 
	 	     特に、意識して何もイメージしていない状態での脳
波を採集 
③ 良いイメージ時の脳波採集（1 回 3 分間） 
  
19 









	 	 下記の項目を読んで、そのイメージや状況が、  
	 	 	 ありありと思い浮かんだ場合  「１」  
	 	 	 少し思い浮かんだ場合には       「２」  
	 	 	 あまり浮かばない場合には       「３」 
	 	 	 全く思い浮かばない場合には  「４」 
	   
	 １．腕時計の文字盤	                   	 	 	 	 	 	 	 □ 
２．超高層ビルディング   	 	 	 	 	 	 	 	 	    □ 
	 ３．郵便配達員                                                            □ 
	 ４．改札口にいる駅員                                                □ 
	 ５．春の野に飛び交うチョウチョ                           □ 
	 ６．一斉に咲きそろった菜の花畑 	 	 	  	 	 	 □ 
	 ７．ラジオから流れるアナウンサーの声              □ 
	 ８．素足で谷川に入った時の感じ                           □ 
	 ９．水溜りを飛び越えるようす                               □ 
１０．道端の石ころを蹴飛ばすようす                       □ 
１１．せんべいの味                                                         □ 
１２．バナナの匂い                                                         □ 
１３．コショウの匂い                                                     □ 
１４．満腹の感じ                                                             □ 
	 	 出典：「過去の情動経験想起に伴なう脳波の測定」 
 
5.2.2	 データ分析結果	  






















表 2	 学習データ例（イメージ想起） 
 
 













には短周期では約 70 秒、時間単位の周期では約 1.5 時間の
周期変動が高い再現性で認められた。②mood の日内変動
では食事後約 2 時間経過した時点で、positive	 mood のレ




























表 4	 各脳波間の相関関係 
 
 
気象庁より発表されている大阪地域における 2012 年 1






表 5	 脳波と気象情報との相関関係 
δ θ α β γ
平均気圧（ｈＰａ） 0.110 0.090 0.024 0.049 0.029
平均気温（℃ -0.209 -0.254 -0.134 -0.162 -0.101
平均湿度（％） -0.078 -0.095 0.054 -0.003 0.021  
 
5.3.2	 データ分析結果 
機械学習データとしては、2012 年 1 月~6 月の 6 ヶ月間
測定の全データ（170 件）を表 6 のように、α波（（lowα
波＋highα波）／2）、β波（（lowβ波＋highβ波）／2）、
γ波（（lowγ波＋highγ波）／2）および曜日区分（1 月，





表 6	 学習データ例（歩数） 
 
 
運動状態は 5,000 歩、7,500 歩、15,000 歩を境にそれぞれ
の値以上の日は運動充足、以下の日を運動不足として評価
した。その結果、表 7 のように、5,000 歩を境にした場合
は、  運動充足の正解率は 89.2％、運動不足の正解率は
58.8％であり、7,500 歩を境にした場合は、 運動充足の正











































表 10	 学習データ例（勉強時間＋仕事時間） 
日 時間 勉強状態 α β γ 曜日区分
1月1日 0 勉強不足 0.069 0.060 0.020 7
1月2日 0 勉強不足 0.069 0.037 0.023 1
1月3日 4 勉強不足 0.105 0.067 0.057 2
1月4日 7.75 勉強不足 0.259 0.195 0.200 3
1月5日 11.25 勉強充足 0.101 0.053 0.027 4
1月6日 8 勉強不足 0.038 0.095 0.060 5
1月7日 7 勉強不足 0.041 0.091 0.039 6
1月8日 4 勉強不足 0.039 0.061 0.018 7
1月9日 13 勉強充足 0.062 0.042 0.028 1
1月10日 12 勉強充足 0.101 0.036 0.017 2
1月11日 11 勉強充足 0.102 0.067 0.042 3
1月12日 9.75 勉強充足 0.064 0.031 0.022 4
1月13日 7.5 勉強不足 0.062 0.029 0.021 5
1月14日 7.5 勉強不足 0.133 0.035 0.018 6
1月15日 12 勉強充足 0.068 0.019 0.008 7
1月16日 10.75 勉強充足 0.144 0.031 0.022 1
1月17日 11.25 勉強充足 0.071 0.024 0.012 2
1月18日 11.25 勉強充足 0.135 0.046 0.022 3
1月19日 10.25 勉強充足 0.056 0.029 0.009 4
1月20日 8 勉強不足 0.086 0.044 0.023 5
1月21日 4 勉強不足 0.113 0.064 0.040 6
1月22日 5 勉強不足 0.097 0.034 0.016 7
1月23日 12.25 勉強充足 0.091 0.073 0.041 1
1月26日 12.25 勉強充足 0.174 0.054 0.025 4
1月27日 10.25 勉強充足 0.050 0.070 0.021 5
1月28日 8 勉強不足 0.151 0.040 0.023 6
1月29日 5 勉強不足 0.099 0.083 0.039 7
1月30日 11.75 勉強充足 0.042 0.048 0.036 1
1月31日 11.25 勉強充足 0.080 0.053 0.023 2  
 
時間（勉強時間＋仕事時間）は 11 時間、9 時間、7 時間
を境にそれどれの値以上の日は勉強充足、以下の日を勉強











































表 13	 学習データ例（意欲） 
日 意欲回数 意欲状態 α β γ 曜日区分
10月1日 6 低意欲 0.037 0.068 0.016 1
10月5日 10 高意欲 0.020 0.018 0.017 5
10月6日 10 高意欲 0.019 0.032 0.036 6
10月7日 10 高意欲 0.018 0.013 0.017 7
10月8日 9 高意欲 0.024 0.017 0.016 1
10月9日 7 低意欲 0.024 0.019 0.019 2
10月10日 6 低意欲 0.022 0.044 0.042 3
10月11日 5 低意欲 0.019 0.013 0.012 4
10月12日 12 高意欲 0.021 0.016 0.015 5
10月13日 11 高意欲 0.318 0.129 0.094 6
10月14日 5 低意欲 0.012 0.009 0.010 7
10月15日 6 低意欲 0.025 0.020 0.021 1
10月16日 3 低意欲 0.018 0.025 0.028 2
10月17日 6 低意欲 0.136 0.058 0.034 3
10月18日 10 高意欲 0.029 0.021 0.018 4
10月19日 10 高意欲 0.013 0.011 0.011 5
10月20日 10 高意欲 0.028 0.020 0.019 6
10月21日 9 高意欲 0.028 0.021 0.017 7
10月22日 4 低意欲 0.195 0.085 0.051 1
10月23日 5 低意欲 0.020 0.018 0.022 2
10月24日 6 低意欲 0.011 0.016 0.018 3
10月25日 10 高意欲 0.140 0.091 0.067 4
10月26日 10 高意欲 0.029 0.021 0.026 5
10月27日 10 高意欲 0.017 0.011 0.011 6
10月28日 9 高意欲 0.037 0.021 0.014 7
10月29日 8 高意欲 0.024 0.029 0.031 1
10月30日 8 高意欲 0.065 0.045 0.023 2
10月31日 5 低意欲 0.040 0.024 0.020 3  
 
意欲回数は 10 回、8 回、6 回を境にそれぞれの値以上の
日は意欲充足、以下の日を意欲不足として評価した。その
結果、表 14 に示すように、10 回を境にした場合は、 意欲
充足の正解率は 100％、意欲不足の正解率は 76.5％であり、
8 回を境にした場合は、 意欲充足の正解率は 81.3％、意欲






表 14	 学習データ分析結果（意欲） 
 
















































表 16	 総合判定表 
 
 

















































月～12 月のデータを評価したが、今後は、2012 年度（1 月
～12 月）のデータを機械学習データ（表 20、表 21）とし
て評価する。また、意欲と総合に関しては、2012 年度 10
月のデータを機械学習データとして、11 月～12 月のデー










の利点かもしれない。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 以上 
 
表 20	 年間学習データ（運動） 
対象データ（2012 年 1 月～12 月：346 件） 
 
表 21	 年間学習データ（勉強時間＋仕事時間） 












表 22	 年間学習データ（意欲） 
対象データ（2012 年 10 月～12 月：89 件） 






表 23	 年間学習データ（総合） 
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